
日本のインターネットは、1984年に始まった電子メールによる研究ネットワーク「JUNET」に端を発している。このJUNET
の成果が、その後の本格的なネットワーク研究機関であるWIDEに受け継がれていく。村井氏は、JUNET、WIDEの創
設者であり、日本のインターネットの発展を技術面、思想面でリードしているパイオニアである。
村井氏に、なぜインターネットなのか？そして、インターネットにかける夢などを、氏の自宅と香港の２回に分けて聞いた。

（聞き手：本誌編集長）
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－－ まず、どうしてインターネットとい

うテーマに取り組まれたのか教えていた

だけますか？

ぼくらは、ソフトウェアサイエンスの最

初の生え抜きの世代じゃないでしょうか。

その前の世代の人達は、電気工学や通信

工学などのエキスパートで、コンピュータ

そのものの性能に対しての研究が主だっ

たと思うんです。その当時のコンピュータ

を表す絵は、コンピュータが真ん中にあ

って、人間はそのまわりに描いてありま

した。でも、それはおかしいでしょ。人間

が真ん中にいて、それを支えるのがコン

ピュータであった方が自然ですよね。

ぼくの最初の研究はUNIXでしたが、

ハードウェアからの発想ではなく人間の

生産性を考えて作られたUNIXをテーマ

に選んだのは、そういう意味で自然なこ

とでした。そして、コンピュータが人間を

支援するものなら、次にはそれらはつな

がってなきゃいけないと思って、JUNET

を始めたんです。

JUNETは、UNIXコンピュータをベー

スに、人と人のコミュニケーションの「場」

を作ることを目標にした研究でした。そ

して、その成果がWIDEプロジェクトに受

け継がれています。

－－WIDEプロジェクトとは？

ぼくは、慶應から東工大に移った時期

があるんですが、しばらくは両方を行き

来していました。そのとき、JUNETは私

の活動を支援するのに十分な環境ではな

かったんです。それで、離れているコンピ

ュータ間で、必要な情報資源にアクセス

できるようにしたいと思ったんです。

でも、どこまでの範囲をカバーすれば

いいかという問題がありました。特定の

場所を支援しただけではすぐダメになっ

てしまうし。結局、地球全体をカバーす

るものじゃなきゃダメだということになっ

たわけです。

でも、そのときの技術でそれができた

かというとダメだった。まず、スケールの

問題がありました。２つや３つで動く技

術と、１万でも動く技術はまったく別の

ものだとわかったんです。WIDE（ワイド）

という名前は、このスケールを意識して

付けたものです。

－－では、WIDEプロジェクト＝アメリ

カのインターネットではなかったのですか？

たしかに、そのときすでにインターネッ

トはアメリカで動いていました。ただ、そ

の頃のインターネットとWIDEがまったく

同じ研究テーマだったかと言うと、そう

ではなかったと思います。

WIDEもインターネットから多くのこと

を学びましたが、WIDEによってインター

ネットの方向性が変わったこともあるんで

す。たとえば、アジア圏との接続やマル

チキャラクタの問題などで、「インターネ

ットはアメリカだけのものじゃないんだな」

と意識させてきたことは事実だと思いま

すよ。いい意味で、双方向の示唆があっ

たというわけです。

でも、いまやインターネットとWIDEの

方向性はそんなに違わないと思います。

どちらも、オープンに研究・開発をやって

いること、そして実績を重視していると

いうポリシーも同じでしょう。WIDEでは

「右手に研究、左手に運用」、そしてどっ

ちも離すのはやめようと話しています。

－－インターネットと情報スーパーハイ

ウェイはどういう関係なのですか？

やっぱり、ゴア米副大統領の提言が大

きな意味を持っていると思います。

ぼくは政治家ではないんでつっこんだ

ことは言えませんが、公共サービスを提

供するということは、政治の一番いいエ

クスキューズになってきたわけでしょ。広

くみんなにサービスを提供するためには

規制が必要だし、なんらかの権力が国に

必要だと言うのがひとつの言い訳になっ

てきたわけです。でも、その規制と権力

にこそ発展の芽を摘む原因があったわけ

で、どの国もこの問題で悩んでいたと言

えるのではないでしょうか。規制しなけれ

ば公平にならない、という民主主義との

内部矛盾の問題です。

この問題を、民主主義が掲げる自由競

争原理によって解消できないかというの

が、アメリカの理想だと思うんです。つま

り、自由な競争の中で、みんなが公平に

幸せになるという仕組みを、規制によっ

てではなく作り出さなければならないと

いう命題です。

そうしたときに、インターネットは電話

システムに匹敵するか、またはそれを追

い抜く勢いで公共性を持った環境ができ

てしまった。国の規制や資本でできたわ

けではないのに。これは、非常に重要な

自由社会のエクザンプルだと見られてい

るんです。同時に、それが今後の新しい

公共サービスを生み出すモデルになるか

も知れないという期待があるんです。そ

こで、アメリカは情報スーパーハイウェイ

やNII（Nat iona l In format ion In fra -

stracture）を押し出し、そのいいモデル

としてインターネットを位置付けていると

思うんです。

－－ アメリカはNIIをそこまで真剣に

考えているんですか？

今度アメリカが打ち出しているNAP政

策を見れば分かるでしょう。自由競争と

はいえ、公共サービスを作り出すにはな

んらかの後押しが必要になります。たと

えば、ビジネスをしようと思ったら、東京

でも北海道でも、同じ情報にアクセスで

きなければならないわけです。そのために

は、国のなんらかの配慮が必要です。NAP

政策がそれで、ネットワークにアクセスす

るための拠点を各地域に置くということ

なのです。アメリカでは、これを触媒とい

う言葉を使って表現しているようです。

NFSはこれまで、情報スーパーハイウ

ェイ構想のためにバックボーンを引くと

言ってきたわけですが、それをNAPに変
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更したのです。つまり、線ではなく点な

のです。そして、あとは自由にやれ、こ

のNAPにさえつなげば誰でも入れるよ、

ということなんです。

でも、それでも理想から言えば苦肉の

策で、点であってもやり過ぎではないか

という意見が出はじめているようです。

いまは、国がどうゆう形でやるのが一番

いいのか、模作している段階というとこ

ろでしょう。

－－日本のNIIはどうなんでしょうか？

日本では、NTTがNIIをやると言う話

もあります。でも、これまでの電話のよ

うに独占するのは、情報スーパーハイウ

ェイ構想を継承するのであればよくない

のです。NTTだけでなく、町のコンビニ

がやり、IIJがやり、Spinがやり、または

インプレスがやるのがいいんです。自由競

争して、そして誰もが入れる、それが理

想なんです。

そのとき、みんなにとってはインプレス

から入っても、コンビニから入っても同じ

情報にアクセスできるのがいいんです。

インターネットには、それができると思っ

ています。いろいろなプロバイダーが競

争してやらなくては、公共サービスはで

きない。もし、均一のサービスでやろう

とすると、これまでのように国の規則の

もとでやっていくしかないんです。

たとえば、大きなデパートだけあればい

いかというと、そんなことはないでしょ。

いなかの万屋も必要だし、駅前の商店街

もなくてはならないはずです。日本じゅう

に、ぞうりが買えないところはないし、

ぞうりを売るのに国の規則はないでしょ。

自由競争の中でだれにでも手に入ります。

確かに、いままでは通信の商売をする

には設備がかかりましたが、インターネッ

トはもう、だれにでもできるんですよ。

－－ インターネットに参加すると非常

に多くの情報が得られると思いますが、

接続できる人とできない人で、情報格差

は広がらないんでしょうか？

それは逆だと思いますよ。それを縮め

ていく役割に、インターネットは期待され

ているんじゃないでしょうか。情報の格差

は、一時的には広がるでしょう。でもイ

ンターネットでは、NTTから入った人もイ

ンプレスから入った人も、同じように情

報にアクセスできるようになります。

もし悪いシナリオがあるとすれば、モ

ノポリーが独占する場合で、そこから入

った人だけがいい情報を取得できるよう

になることです。これでは健全な自由競

争は起きないと思うんです。

現実に、インターネットでは自由競争が

起こっているでしょ。日本でも世界でも。

だからアメリカは、インターネットを重要

な政策の切り口として進めたいと言って

いるわけです。

－－インターネットは国境を越えたコミ

ュニケーションを実現しているわけです

が、国家や民族との摩擦はないのです

か？

インターネットに国は直接関係ないと思

います。これは奇妙に思われるかも知れ

ませんが、すでに、企業でも同じような

ことが起こっているじゃないですか。

よくいろんな人に、「情報に誰でもアク

セスできるようになると、会社のピラミッ

ド構造が崩壊してしまって、問題が起き

るんじゃないですか？」と質問されます。

そのとき、ぼくは「いまと変わってしまう

のは分かるんですが、どっちがいいと思

いますか？」と聞くんです。ぼくは、情報

が公開されていて、その中でいろいろな

仕組みが決まっていった方がいいと思っ

ています。会社や社会の構造はそれに合

わせて変わるかも知れないけど、それは

進化なんです。

たとえば、中国はインターネットにつな

がっていない（このインタビューの後でつ

ながった：編集部注）からと言って、台湾

もつながらなくていいか、という問題が

あるわけです。逆にインターネットの方に

政治を持ち込んでくるとしたら、かえっ

てへんな気がしてくるでしょ。

インターネットでは、国というより地域

やプロバイダーの切り分けの方がなじみ

がいいわけです。会社がいま経験してい

るように、レベルは違うけど、国にも同

じことが起きると思うんです。

－－インターネットの標準はどうやって

決まるのですか？

これまで、技術の標準化をやってきた

組織としてはISOやIEEEなどがあります

が、そこでは各国の代表が集まって決め

ていました。

インターネットの標準化は I E T F

（Internet Engineering Task Force）がや

っているわけですが、IETFはオープンで

誰でも参加できるんです。もちろん、共

産圏の国の人でもです。技術的にいいと

思うアイデアがあれば、誰でも標準作り

に参加できますから、IETFで決ったこと

はみんなが尊重するわけです。インターネ

ットは、標準化のプロセスまで一貫して

オープンなポリシーなんです。

インターネットの標準化で一番のポイン

トになるのは、やっぱり実績だと思う。

英語では "It works" と言うけど、要は動

くことです。一般的に言えば、世界規模

の標準化には各国の完全なコンセンサス

が必要です。でも、この場合は、１ビット

単位のコンセンサスが必要なわけではあ

りません。ラフなコンセンサスと、実際
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に動くこと、この２つが重要なんです。

インターネットの標準は、この２つを重視

して決まっています。

－－ 他の標準化組織や国との摩擦は

起きないのでしょうか？

当然、各国の標準や従来の国際標準

とのぶつかり合いが起こります。

最近、問題になったのは、ビデオ放送

についてです。１つの技術は、ビデオを

実時間で通すためには中継ノードがもた

もたしていたのでは効率がでないので、

ノードの資源をあらかじめ予約するとい

う案です。しかし、これだと他の利用者

はぜんぜん通れなくなってしまい、サービ

スが破綻してしまいます。

１つの技術としては、予約すれば可能

だと言えるんだけど、全体でみると問題

がでてくる。最終的にその技術が有効か、

また他の標準とどんな関係にあるか、など

の調和を考える機関としてIAB（Internet

Architecture Board）があります。そして、

どうしてもISOなどのほかの組織と調整

が必要になった場合に、ISOC（Internet

Society）の役割があるんです。

－－村井さん自身は、インターネットを

どう利用しているのですか？

ぼく自身ということであれば、やはり

研究的な側面に興味がありますね。コン

ピュータとコミュニケーションが、人間に

とってどう役に立つかということの研究

です。

たとえば、地球の裏側に、あるエンテ

ィティがあったとき、インターネットは共通

のプラットフォームになりつつあるので、

その上でなんでも開発できるわけです。

それは、コンピュータと無関係なもので

もいいんです。

たとえば、宝石を鑑定する機械があっ

たとして、その中には人間が培ってきた

知識だとか、原石が発生した場所だとか、

そういうことも含めて技術はできている

わけでしょ。そういう歴史的・地理的な

背景と技術は無関係ではないはずで、そ

こまで含めて議論できると、さらに幅広

い研究ができるようになります。

もちろん宝石だけじゃなく、あらゆる

ものの技術と人間の関係を研究対象に

できます。ぼくは、技術は人間のために

あると思っています。また、人間は個人

ではなくて、人と人の関係を持っている

でしょ。それを結び付ける機能があって、

はじめてどんな技術も生きるということ

です。

－－ インターネットはメディアになるの

でしょうか？

これは重要なテーマです。ぼくは、大

学院などで、「いつでもネットワーク、どこ

でもネットワーク、内緒でネットワーク、い

きなりネットワーク」と言っています。そう

いう表現して、分かりやすくしようと思

ってるんですが。

いま、ぼくらの身の回りにあるものや、

メディアと呼んでいるものが、インターネ

ットで実現できるかと考えると、おそらく

できないものは少ないと思うんです。

もちろん、そのためには各家庭にちゃ

んと入ってるかとか、どんなホテルに行っ

ても使えるとか、世界の各国にあるかと

かは必要です。しかし、それができたと

したら、ほとんどのことがインターネット

でコントロールできると思うんです。する

と、あらゆるメディア性は、インターネッ

トの中に含めることができるのではない

でしょうか。

もちろん、それは技術的な意味ではで

すが。

－－普通はメディアと言えば、たとえ

ば新聞は毎朝きて、それには文字が多段

組で組まれていて、開いて読むものです。

そこまで含めてメディアと言っていると思

いますが、そういう意味で、インターネット

は本当にメディアになれるのでしょうか？

いま、小学校にシステムを導入してい

る会社の人の話ですが、ディスクのない
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98などをネットワークでつないで、電子メ

ールができる環境を作ったそうです。

そこで、電子メールを使って子供同士

のお話しを始める。電子メールには、「こ

んにちは、ぼくはきのう海にいきました」

と書いてあったりする。これは絵葉書を、

ネットワークの中でエミュレートしている

わけです。でも、もし電子メールがあたり

まえになったときには、この例のようにあ

えて葉書や手紙のコンセプトに戻さず、

それ以上の機能を果たすことができるの

ではないでしょうか。

たとえば新聞は、毎日最新の情報が流

れてくればいいわけで、それがたまたま

朝夕きている。夕刊はできたばかりです

よね、歴史的には。新聞はぼくらの生ま

れる前からあったかもしれないけど、夕

刊はなかった。

要するにメディアも、よりニーズに合っ

た形に変化していき、本質しか残らなく

なると思うのです。だからインターネット

も、いろいろに形を変えながら、きっと

受け入れられるメディアになっていくんじ

ゃないでしょうか。

－－Mosaic（モザイク）はその１つな

のですね？

あれはいろんな意味でのハイパーメデ

ィアですね。いろいろにインテグレーショ

ンされた、そして人間が従来バラバラに

扱っていたメディアが、１つにまとまりつ

つある事を象徴している。

ぼくらは、あるモノを探すときは、ビ

デオで探す、本で探す、人に聞く。でも、

それらがバラバラである必要はなかった

んです。知りたい事がわかればいいだけ

です。Mosaicは、確かにそういうユーザ

ーの要求を支援する第一歩でしょうね。

まだまだ進化していきますよ。

－－インターネットで考えるマルチメデ

ィアとはどんな形なのでしょうか？

人間が情報を受け取るときは、頭のて

っぺんから足の先まで駆使して情報を取

り込んでいますよね。それぞれの状況に

合った情報の摂取の仕方があり、人の能

力に応じた情報の摂取の仕方があるわけ

です。その自由度は、大切にしなければ

ならない。

ぼくの大学に全盲の学生がいるんです

が、彼は点字ディスプレイでニフティサー

ブの情報やニュースを追っかけている。く

だらないニュースもね。普通、文学書や

教科書は点字で訳されてるかもしれない

けど、ゴシップ記事は訳されないわけで

すよ。ところが、パソコン通信を点字デ

ィスプレイで読んでいれば、くだらない

事も含めて情報がどんどん入ってくる。

つまり、健康な人と同じような情報が得

られたわけです。これはすごいことでしょ。

ところが、彼はMosaicになって困って

いるんです。画像やビデオのほうが表現

能力が大きいということで、情報がその

形でしか流れなくなってしまう。すると、

文字しか読めない人にとっては、なんの

ことだか分からなくなってしまうわけで

す。一度、ネットワークのおかげで追い着

いたと思ったら、またビジュアルだぞって

別のところへいっちゃう。

ぼくらも同じなんですよね。

たとえば、暗闇の中で電話で話すこと

はできるけど、本を読むことはできない。

つまり、メディアの表現能力は、いろん

な状況の中で計られるべきものだという

ことです。Mosaicは、いい解像度のカラ

ーのディスプレイがあり、ポインティング

デバイスがあることを前提に作られたも

のなので、逆に利用の自由度を高くしよ

うという事に対してはいろいろな課題が

ある。

一案として、画像の説明をかならず文

字でも入れておくことが考えられます。

たとえば、「香港で中華料理を食べる

村井」を伝えたいときに、写真だけを載

せるのではなくて、その情景を文章でも

解説しておくのです。すると、もし写真

が伝送過程で抜け落ちたとしても、また

点字ディスプレイで読む人だった場合で

も、作った人のイメージは伝わるでしょ。

逆に、文字が受け取れなかったとしても

写真があれば、それは誰が見たって「香

港だし、中華料理食ってる村井だよ」と

いうことが伝わります。

その場合の情報のアーキテクチャをど

うすればいいか、これは技術的にも非常

に大きな課題です。WIDEの中にも、強

烈な問題意識を持っている人が何人かい

ます。また今度の10月のIABで、一番大

きな課題としてみんなで議論しようとい

うことになっています。

－－ 村井さんの予想する1年、3年、

10年後のインターネットのイメージを教え

てください。

それはとても難しいけど・・・。

たぶん個人情報の処理、たとえば会議

のメモをとるとか、自分のスケジュールを

書くなどの身の回りの問題が対象になる

でしょう。つまり、個人的な知識や情報

が、ネットワークやコンピュータの環境の

中で、蓄積されたり共有されたりすると

いうことです。そういうことは、僕は、2

～3年でできるようになると思います。

図書館もそうなるだろうし、警察の事

件簿もそうなるかもしれない。ひょっとし

たら、個人のパーソナルヒストリーみたい

なものも保存できるようになるかもしれ

ませんね。

ぼくらは押し入れを探すと、小学校3

年の時に書いた作文なんかがでてくる。
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そういう情報がある種のアーカイブとし

て、デジタル化されて保存できるように

なってくると思います。

その次には、人と人との情報の共有が

できてくるんじゃないでしょうか。人間の

社会では、どんなに仲が良く分かりあっ

ていても、他人の記憶を直接探って、そ

こから何かを学んだり行動したりはでき

ないわけです。

たとえば、ある人の子供の頃の記憶を

もとに、ぼくが何かやることはできなわ

けでしょ。それを口で伝えてくれたとし

ても、共有まではできない。でも、記憶

は全部どっかに入っているんだから、その

情報にアクセスすることはできるはずで

すよね。

このような情報の共有は、近い将来は

じまると思います。それこそ、3年後か5

年後ぐらいにね。

その次に、あらゆるものがネットワーク

で共有される時代が来るのかな。

－－でも、そこまで情報を共有したく

ないという人もでてくるのではないでし

ょか。個人の情報をネットワークで共有す

ることは、人間にとっていいことなんでし

ょうか？

じゃあ、良くないことには何があるか

と考えると。やっぱり、まずプライバシー

の問題があるでしょうね。そして、コント

ロールされたくないなど、自由に対する

要求があるかも知れません。確かに、そ

うゆうものはでてくるでしょう。それは大

切にしなければならないし、守らなけれ

ばならないことです。

いろんなものが全部みられてしまうん

じゃないかという恐れは、どんな時でも

あるし、誰にでもあるでしょう。人間同

士が一緒に生きている以上、かならずあ

るでしょう。

でも、プライバシーを守るとはどうい

うことなのでしょうか。

カーテンを閉めきって、鍵をかけとけ

ばいいのか。でも、鍵は開けようと思え

ば開けられてしまうし、天井の穴から覗

かれるかもしれないでしょ。実は、いまで

もプライバシーは、完全には守られてな

いんですよ。だけども、逆にその部屋の

中に入る手段が完全に分析されて、その

方法がちゃんと確立されたとすると、同

時にそれを防ぐ手段もできるはずです。

つまり、この問題は表裏一体なんです。

もう１つ例をあげましょう。もし、心

臓のペースメーカーに、ネットワークアド

レスを振ることができたとします。する

と、担当医は離れたところから、いつで

もそのペースメーカーのデータをモニタ

ーできるわけです。つまり、患者がいま

心臓にどんなストレスを受けているかを

適確に把握できるのです。

この場合、患者は自分の体の状態とい

う、かなりプライベートな情報を外に出

しているわけですが、きっと患者はその

ストレスよりも安心感の方が強いのでは

ないでしょうか。

確かにプライバシーはむずかしい問題

です。しかし、プライバシーとは何か、精

神的ストレスはどういうプロセスで起こる

のか、それを尊重しつつ研究し、具体的

に定義していかなければならないと思う

んです。それを追求してきたのが、人類

の歴史だったし、人間はそれを克服して

成長していけると思うんです。少し、楽

観的かもしれないけど。

－－では、読者になにかメッセージを

お願いします。

インターネットは人間の活動だとか、社

会や人類の発展だとかに、とても大きな

影響力を持っていると思います。だから、

話し合いと議論でみんなのコンセンサス

を得ていかなければならない。なるべく

オープンなやり方で、発展のプロセスと

してです。

みなさんには、もちろんまず、インター

ネットに参加しましょうと言いたい。でも、

もっと言いたいのは、インターネットが発

展していくプロセスに参加してほしいと

いうことです。いろんな立場から、いろ

んな価値観から、一緒にやっていく。そ

れが、いま一番大切だと思うんです。

－－最後にちょっと極端な質問ですが、

もしいま地球以外の天体に知的生命体

が見つかってコミュニケーションできると

したら、村井さんはその宇宙人とインタ

ーネットしますか？

・・・たぶん、すると思うな。
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